
楷書臨書課題（漢字半紙部） 對 馬 聖 峰 臨４月号

※出品段級位（漢字半紙部 新級〜八段）

使
用
筆（
花
林
）・
使
用
紙（
無
罫
半
紙
・
桐
）・
使
用
墨（
黒
耀
）

※
弘
前
の
部
分
に
は
支
部
名
を
書
く

3



下
部
は
横
に
広
く

旁
は
下
に
い
く
に
従
っ
て
右
寄
り
に

１
画
目
は
中
心
よ
り
左
に
打
つ

内
に
絞
っ
て

中心
中心

三折法でのびやかに

２
１

４
３

②①

③

〔
時
〕

〔
囏
〕

〔
實
〕

〔
思
〕

〔
濡
〕

〔
足
〕

日
は
幅
せ
ま
く
、
横
画
の
方
向
に
注
意
す
る
。
旁
は
横
画
の
長
さ
に

注
意
し
、
９
画
目
は
内
に
絞
っ
て
は
ね
る
。
点
の
位
置
に
留
意
。

偏
と
旁
の
上
部
、
下
部
と
も
ほ
ぼ
揃
え
る
。
偏
の
上
部
筆
順
に
注
意

（
骨
法
参
照
）。
旁
は
横
の
間
隔
を
等
し
く
、
筆
先
で
丁
寧
に
運
筆
す

る
。

１
画
目
は
中
心
よ
り
左
に
強
く
打
つ
。
　
は
横
画
を
長
く
し
て
横
広

に
ま
と
め
る
。
貝
は
小
さ
め
に
。

田
と
　
の
位
置
に
留
意
し
、
　
は
横
広
に
し
安
定
さ
せ
る
。
　
の
始

筆
の
位
置
に
注
意
。

氵
は
位
置
に
留
意
し
、
下
部
を
あ
け
る
。
偏
と
旁
の
間
を
広
く
。
旁

は
上
下
の
バ
ラ
ン
ス
に
留
意
し
、
下
に
い
く
に
従
っ
て
右
寄
り
に
。

中
心
に
気
を
配
り
、
口
は
重
厚
に
、
１
・
２
画
目
を
接
し
な
い
。
最

終
画
は
三
折
法
で
の
び
や
か
に
。

楷
書
臨
書
課
題
解
説

楷
書
臨
書
課
題
解
説

孔
子
廟
堂
碑（
虞
世
南
）

こ
う

し
び
ょ
う
ど
う
の
ひ

ぐ

せ
い
な
ん

〔
時
囏
實
思
濡
足
〕
時じ

囏か
ん

を（
歎
き
）、
実ま

こ
と

に
濡だ

足そ
く

を
思
う
。

原　

帖
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行書臨書課題（漢字半紙部） 古 川 暁 洲 臨４月号

※出品段級位（漢字半紙部 新級〜八段）

使
用
筆（
花
林
）・
使
用
紙（
無
罫
半
紙
・
松
）・
使
用
墨（
黒
耀
）

※
弘
前
の
部
分
に
は
支
部
名
を
書
く
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左
に
長
く

左
右
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
っ
て

左
に
長
く

右
上
が
り

強
く

１
画
目
点
の
大
き
さ
、
方
向
に
注
意
し
、
２
画
目
は
ま
っ
す
ぐ
下
に
引

き
、
中
央
部
分
は
少
し
細
く
な
っ
て
い
る
。

２
画
目
は
思
い
切
っ
て
左
に
長
く
、
偏
か
ら
旁
へ
の
筆
の
動
き
を
よ
く

見
て
、
口
は
位
置
に
留
意
。

左
は
ら
い
は
大
き
く
弧
を
描
き
、
ゆ
っ
た
り
と
。
２
画
目
は
動
き
を
大

き
く
終
筆
は
内
側
に
は
ね
る
。

５
画
目
の
横
画
を
強
調
し
、
縦
画
は
中
心
よ
り
右
へ
寄
せ
る
。

下
部
の
左
側
と
右
側
の
開
き
具
合
い
が
バ
ラ
ン
ス
を
と
る
ポ
イ
ン
ト
と

な
る
。

２
画
目
は
長
く
終
筆
は
と
め
る
。
土
の
位
置
に
注
意
。

蘭
亭
叙
に
つ
い
て

　
東
晋
時
代
、
王
羲
之
の
行
書
帖
。
穆
帝
の
永
和
９
年
（
３
５
３
）
３
月
３
日
、
会
�

山
陰
の
蘭
亭
に
お
い
て
、
当
時
の
名
士
、
41
人
が
宴
集
し
て
、
修
禊
を
行
い
、
曲
水
に

觴
を
流
し
て
、
詩
酒
の
楽
し
み
に
興
じ
た
。
そ
の
と
き
成
っ
た
詩
を
集
め
て
、
王
羲
之

が
序
を
し
た
た
め
て
そ
の
感
慨
を
述
べ
た
の
が
「
蘭
亭
叙
」
で
あ
る
。

　
唐
太
宗
が
王
羲
之
を
崇
拝
し
、
特
に
「
蘭
亭
叙
」
を
終
生
こ
れ
を
座
右
に
愛
玩
し
、

帝
が
崩
ず
る
に
及
ん
で
、
こ
れ
を
昭
陵
に
殉
葬
さ
せ
た
の
は
有
名
な
話
で
あ
る
。

〔
永
〕

〔
和
〕

〔
九
〕

〔
年
〕

〔
歳
〕

〔
在
〕

ら
ん
て
い

み
そ
ぎ

さ
か
ず
き

じ
ょ

行
書
臨
書
課
題
解
説

行
書
臨
書
課
題
解
説

蘭
亭
叙（
王
羲
之
）

ら
ん
て
い
じ
ょ

お
う

ぎ

し

原　

帖

〔
永
和
九
年
歳
在
〕
永え

い

和わ

九
年ね

ん

、
歳さ

い

は（
癸き

丑ち
ゅ
う

に
）在あ

り
。
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隷書臨書課題（漢字半紙部） 奈 良 岱 奉 臨４月号

※出品段級位（漢字半紙部 新級〜八段）

使
用
筆（
旭
水
）・
使
用
紙（
無
罫
半
紙
・
桐
）・
使
用
墨（
黒
耀
）

※
弘
前
の
部
分
に
は
支
部
名
を
書
く

9



余
白
に
注
意

１

2 3 4

左
右
の
つ
り
合
い
に
注
意

等
間
隔
に
す
る

下
部
を

左
右
に
広
げ
る

　
２
画
目
は

波
勢
を
つ
け
て

の
び
や
か
に

中心
中心

中心 中心

〔
惟
〕

〔
永
〕

〔
壽
〕

〔
二
〕

〔
年
〕

〔
青
〕

偏
は
篆
書
形
と
な
っ
て
い
て
、
筆
順
に
注
意
す
る
（
骨
法
参
照
）。

左
右
の
は
ら
い
は
縦
画
終
筆
よ
り
下
が
ら
な
い
。

画
数
が
多
い
の
で
、
横
画
の
間
隔
は
等
し
く
、
狭
く
書
く
の
が
ポ
イ
ン

ト
。

１
画
目
は
少
し
長
め
に
引
き
、
波
磔
を
つ
け
な
い
。
２
画
目
は
の
び
の

び
と
。

３
つ
の
横
画
を
縦
画
が
中
央
で
し
っ
か
り
と
貫
く
。

長
い
横
画
の
波
磔
と
月
の
左
は
ら
い
の
下
部
が
つ
り
合
っ
て
バ
ラ
ン
ス

を
と
っ
て
い
る
。

　
礼
器
碑
は
、
後
漢
の
恒
帝
・
永
寿
二
年
（
１
５
６
年
）
に
刻
さ
れ
た
。
魯
国
の
丞
相
、

韓
勅
が
孔
子
廟
を
修
復
し
、
祭
祀
用
の
器
具
を
整
え
た
…
等
の
高
徳
を
後
世
に
伝
え
よ

う
と
建
立
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
本
碑
は
、山
東
省
曲
阜
の
孔
子
廟
内
に
現
存
し
て
い
る
。１
６
５
×
74
㎝
の
四
面
碑
で

表
面（
碑
陽
）は
16
行
、
行
36
字
、
文
末
に
韓
勅
等
９
人
の
名
が
あ
る
。
裏
面（
碑
陰
）、

左
右
の
側
面（
碑
側
）と
も
に
刻
さ
れ
て
い
る
。

　
曲
型
的
な
八
分
書
体
で
筆
法
、
結
体
な
ど
最
も
正
統
派
的
な
碑
と
し
て
高
く
評
価
さ

れ
て
い
る
。

れ
い

き
ょ
く
ふ

き

ひ

礼
器
碑
に
つ
い
て

れ
い

き

ひ

隷
書
臨
書
課
題
解
説

隷
書
臨
書
課
題
解
説

礼
器
碑

れ
い

き

ひ

〔
惟
永
壽
二
年
青
〕
惟こ

れ
永
寿
二
年
、
青（
龍
は
）…
。

原　

帖
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中 字 課 題（漢字半紙部） 中 西 溪 州 書４月号

※出品段級位（漢字半紙部 新級〜八段）

使
用
筆（
天
開
）・
使
用
紙（
中
字
用
半
紙
）・
使
用
墨（
書
芸
呉
竹〈
固
型
〉）

読
み
︱
春は

る

は
洞ど

う

庭て
い

南な
ん

壁ぺ
き

の
岸き

し

に
到い

た

る
。

※
弘
前
の
部
分
に
は
支
部
名
を
書
く

意
味
︱
春
は
中
国
湖
南
省
に
あ
る
洞
庭
湖
の
南
の
岸
に
訪
れ
る
。
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調和体（漢字かな交じり文）課題 津島春汀書４月号

※出品段級位（調和体部 新級〜八段）

使
用
筆（
か
ら
ま
つ
）・
使
用
紙（
調
和
体
用
紙
）・
使
用
墨（
書
芸
呉
竹〈
固
型
〉）

◎
19
頁
に
部
分
解
説
が
あ
り
ま
す
。

※
弘
前
の
部
分
に
は
支
部
名
を
書
く

（
◎
印
墨
つ
ぎ
）

読
み
︱
小◎

雨
の
降
り
し
き
る
高
野
山
に
来
て　

い
ま
す
深◎

い
杉
木
立
の
中
の
奥
の
院
は

　
　
　

ひ
っ
そ
り
と
閑
ま
り
実
に
荘◎

厳
そ
の　

も
の
で
心
が
洗
わ
れ
た
気
が
し
ま
す
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漢
字
条
幅
漢
詩
課
題

漢
字
条
幅
漢
詩
課
題

漢
字
条
幅
部

※
出
品
段
級
位（
新
級
〜
八
段
）

書
き
出
し
含
墨
十
分
に

し
っ
か
り
と

リ
ズ
ミ
カ
ル
に

重
厚
に

坦
々
と

爽
や
か
に
収
め
る

渇
筆
で
堂
々
と

◎

◎

◎

漢
字
半
紙
部
門
と
段
級
位
は
異
な
り
ま
す
の
で
漢
字
条
幅

部
門
の
段
級
位
を
ご
記
入
下
さ
い
。
な
お
、
初
め
て
出
品

の
人
は
新
と
お
書
き
下
さ
い
。

支
部
名
・
段
級
位
・
氏
名
は
鉛
筆
で
左
下
に
記
入
下
さ
い
。

注　意

岡 田 契 雪先生書

半　切（約136×約35センチ）
半切検定課題原寸大手本
500円で販売しております。

使
用
筆（
白
神
）・
使
用
紙（
漢
字
条
幅
用
紙
半
切
・
梅ば

い

花か

箋せ
ん

）・
使
用
墨（
頂
煙
翰
墨
自
在〈
固
型
〉）

小
さ
い
人
が
立
っ
て
い
る
感
じ
で
す
。
こ
の
手
法
は
覚
え
て
い
る
と
手
本
の
見
方
も

よ
り
深
ま
り
ま
す
し
、
創
作
に
も
大
変
役
立
ち
ま
す
。

　
『
作
品
に
は
行
の
流
れ
が
重
要
な
役
割
を
果
た
す
も
の
で
す
が
、
端
的
に
は
筆
脈
が

通
じ
て
い
る
か
否
か
で
あ
り
ま
す
。
具
体
的
に
は
連
綿
の
形
で
し
ょ
う
が
、
こ
れ
は

文
字
の
組
み
合
わ
せ
で
難
か
し
い
こ
と
も
あ
り
、
文
字
の
近
接
な
い
し
、
大
小
の
組

み
合
わ
せ
で
、
文
字
群
を
考
え
る
等
、
工
夫
し
て
み
て
下
さ
い
。』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（『　

』
内
は
岡
田
契
雪
先
生
よ
り
）

　

手
本
を
み
て
習
う
時
「
自
分
は
同
じ
に
書
い
た
つ
も
り
な
の
に
大
き
く
な
り
過
ぎ

る
」
と
い
う
経
験
を
お
持
ち
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
手
本
が
余
白
を
生
か
し
な

が
ら
巧
み
な
運
筆
で
書
か
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
多
く
は
「
拡
大
と

集
約
」
と
い
う
対
比
の
原
理
が
あ
る
こ
と
を
見
逃
し
て
い
る
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

　

拡
大
と
集
約
と
は
、
文
字
の
左
右
・
上
下
の
関
係
を
同
等
に
せ
ず
、
一
方
を
拡
大
、

他
方
を
集
約
し
、
そ
の
対
比
に
よ
っ
て
変
化
や

動
き
を
表
現
す
る
手
法
で
す
。
一
般
に
集
約
さ

れ
た
と
こ
ろ
は
密
に
、
拡
大
さ
れ
た
と
こ
ろ
は

疎
に
な
り
広
が
り
を
感
じ
さ
せ
ま
す
。
ま
た
、

こ
の
手
法
は
文
字
を
大
き
く
見
せ
ま
す
。
あ
る

一
部
分
正
常
な
形
よ
り
引
き
締
め
（
集
約
）
そ

の
反
対
の
部
分
を
正
常
な
形
よ
り
大
き
く
構
え

ま
す
か
ら
（
拡
大
）
そ
の
対
比
に
よ
る
錯
覚
で

一
層
大
き
く
見
え
ま
す
。
大
き
い
人
の
そ
ば
に

〔
水

◎

落
山
寒
處　

盈
盈
記
踏
春

◎

　

朱
欄
今
已
朽

◎

　

何
況
倚
欄
人
〕
厲れ

い　

鶚が
く　
　
（
◎
印
は
墨
つ
ぎ
）

読
み
︱
水み

ず

落お

ち
山や

ま

寒さ
む

き
処と

こ
ろ

、
盈え

い

々え
い

と
し
て
踏と

う

春し
ゅ
ん

を
記き

す
。
朱し

ゅ

欄ら
ん

今い
ま

已す
で

に
朽く

つ
、
何な

ん

ぞ
況い

わ

ん
や
欄ら

ん

に
倚よ

り
し
人ひ

と

。

意
味
︱
寒
い
山
の
水
の
減
っ
た
処
は
、
春
の
遊
び
の
記
憶
が
い
っ
ぱ
い
。
朱あ

か

い
欄
干
は
今
は
朽
ち
て
い
る
、
ま
し
て
そ
の
欄
干
に
も
た
れ
た
人
は
。
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漢
字
条
幅
臨
書
課
題

漢
字
条
幅
臨
書
課
題

漢
字
条
幅
部

※
出
品
段
級
位（
新
級
〜
八
段
）

漢
字
半
紙
部
門
と
段
級
位
は
異
な
り
ま
す
の
で
漢
字
条
幅

部
門
の
段
級
位
を
ご
記
入
下
さ
い
。
な
お
、
初
め
て
出
品

の
人
は
新
と
お
書
き
下
さ
い
。

支
部
名
・
段
級
位
・
氏
名
は
鉛
筆
で
左
下
に
記
入
下
さ
い
。

注　意

對 馬 聖 峰 臨

半　切（約136×約35センチ）
半切検定課題原寸大手本
500円で販売しております。

〔
靑

◎

松
勁
挺
姿　

凌
霄

◎

耻
屈
盤　

種

◎

々
出
枝
葉
〕　

読
み
︱
青せ

い

松し
ょ
う

勁け
い

挺て
い

の
姿す

が
た

、
凌り

ょ
う

霄し
ょ
う

屈く
つ

盤ば
ん

を
恥は

づ
。
種
々
に
枝し

葉よ
う

を
出い

だ
し
、

意
味
︱
青
い
松
が
強
く
の
び
き
っ
た
姿
、
空
を
凌
い
で
い
る
、
わ
だ
か
ま
る
の
を
恥
じ
る
よ
う
に
。
さ
ま
ざ
ま
に
枝
や
葉
を
出
し
、

使
用
筆（
神
技
北
斗
）・
使
用
紙（
漢
字
条
幅
用
紙
半
切
・
華
心
箋
）・
使
用
墨（
黒
耀〈
固
型
〉）

清
良
な
絹
地
に
縦
長
の
王
献
之
風
行
書
は
線
が
澄
み
き
っ
て
い
て
美
し
い
。

（
二
玄
社
中
国
法
書
ガ
イ
ド
よ
り
抜
粋
）

　

乙
未
歳
の
仕
事
は
じ
め
の
１
月
５
日
、
自
身
の
か
き
ぞ
め
と
し
て
本
作
に

向
い
筆
を
執
り
ま
し
た
。
す
こ
し
か
じ
っ
て
き
た
米
芾
の
書
で
す
が
新
し
い

古
典
の
名
筆
は
気
が
引
締
ま
り
新
鮮
な
気
持
ち
に
さ
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

勁
＝　
　
　
　
　
　
　
　
　

種
＝

　
　

◆
蜀し

ょ
く 

素そ 

帖ち
ょ
う

（
米べ

い

芾ふ
つ

）

　

新
年
度
も
米
芾
を
続
け
て
学
習
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
月
か
ら
初
め
て
条
幅
臨
書
に
取
組
む
書
友
が
お
ら
れ
る
で
し
ょ
う
か
ら
、

作
者
の
米べ

い

芾ふ
つ

、
そ
し
て
原
帖
の
「
蜀し

ょ
く

素そ

帖ち
ょ
う

」
に
つ
い
て
軽
く
触
れ
て
お
き
ま
す
。

　

米
芾
〈
皇
祐
３
年
（
１
０
５
１
）
～
大
観
元
年
（
１
１
０
７
）〉

字
は
元げ

ん

章し
ょ
う

、
湖
北
襄
陽
の
人
な
の
で
襄じ

ょ
う

陽よ
う

漫ま
ん

仕し

、
鹿ろ

く

門も
ん

居こ

士じ

と
号
し
た
。
ま

た
潤
州
の
北
固
山
に
住
ん
で
、
そ
の
居
を
海か

い

嶽が
く

庵あ
ん

と
称
し
た
の
で
、
の
ち
に

米
海
嶽
と
も
い
う
。
数
年
を
南
方
に
過
ご
し
崇
徳
２
年
（
１
１
０
３
）
に
は

太
常
博
士
と
な
っ
た
。
ま
た
召
さ
れ
て
書
画
学
博
士
に
任
ぜ
ら
れ
、
礼
部
員

外
郎
に
抜
擢
さ
れ
た
が
大
観
元
年
（
１
１
０
７
）
に
没
し
た
。

　

蜀
素
帖
は
蜀し

ょ
く

で
織
ら
れ
た
絹
に
烏う

絲し

欄ら
ん

を
施
し
て
書
か
れ
た
詩
巻
で
あ
る
。

五
言
古
詩
二
首
、
七
言
絶
句
二
首
、
七
言
律
詩
二
首
な
ど
全
て
八
首
の
詩
を

収
め
て
い
る
。
末
尾
に
「
元
祐
戊
辰
九
月
廿
三
日
溪
堂
米
黻
記
」
と
あ
り
元

祐
３
年
（
１
０
８
８
）
米
芾
38
歳
の
書
で
あ
る
。
烏
絲
欄
の
施
さ
れ
て
い
る

（
◎
印
は
墨
つ
ぎ
）

14



か　な　課　題（かな半紙部） 湯川三壽先生書４月号

注
意
→
支
部
名
・
段
級
位
・
氏
名
は

　
　
　

鉛
筆
で
左
下
に
記
入
下
さ
い
。

使
用
筆（
南
風
）・
使
用
紙（
か
な
用
料
紙
）・
使
用
墨（
天
衣
無
縫〈
固
型
〉）

※
19
ペ
ー
ジ（
下
段
）に
解
説
が
あ
り
ま
す
。

読
み
︱
梅う

め

の
岸き

し

硯す
ず
り

を
洗あ

ら

ふ
女を

ん
な

あ
り
（
内
藤
鳴
雪
）

意
味
︱
梅
の
咲
く
岸
辺
で
硯
を
洗
う
女
の
姿
。
花
の
匂
い
、
水
の
匂
い
、
墨
の
匂
い
と
が
重
な
っ
て
清
ら
か
な
品
位
を
こ
の
女
性
に
与
え
て
い
る
。

う
め
の
き
し
春す

ゝ
り
越を

あ
ら
婦ふ

を
无ん

な
あ
里り

（
◎
は
墨
つ
ぎ
）

◎

◎

※出品段級位（かな半紙部 新級〜八段）　 　 　 　 　 　 《 俳 句 課 題 》
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◎

◎

空
間
の
不
等
分
割

横
画
の

表
情
変
化

小

大

太

細

か
な
半
紙
部
門
と
段
級
位
は
異
な
り
ま
す
の
で
か
な
条
幅
部
門
の

段
級
位
を
ご
記
入
下
さ
い
。
な
お
、
初
め
て
出
品
の
人
は
新
と
お

書
き
下
さ
い
。

支
部
名
・
段
級
位
・
氏
名
は
鉛
筆
で
左
下
に
記
入
下
さ
い
。

注　意

湯 川 三 壽先生書

半　切（約136×約35センチ）
半切検定課題原寸大手本
500円で販売しております。

　

私
が
か
な
書
道
を
志
し
ま
し
た
の
は
、
高
校
時
代
蓑

輪
東
壽
先
生
の
書
に
魅
せ
ら
れ
入
門
し
た
こ
と
に
始
ま

り
ま
す
。
そ
の
後
桑
田
三
舟
先
生
に
入
門
、
お
二
人
の

先
生
よ
り
、
髙
野
切
、
関
戸
、
香
紙
切
、
小
島
切
、
一

条
摂
政
集
等
を
学
び
、
創
作
法
、
表
現
法
を
ご
教
示
い

た
だ
き
ま
し
た
。
現
在
は
、
田
頭
一
舟
先
生
に
師
事
し
、

寸
松
庵
色
紙
、
継
色
紙
等
古
筆
の
勉
強
を
進
め
て
い
ま

す
。
自
己
の
感
性
表
現
で
あ
る
作
品
創
り
と
、
日
本
人

の
英
知
が
生
み
出
し
た
美
し
い
か
な
書
道
を
次
世
代
へ
伝
え
る
活
動
を
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
に
し

て
い
き
た
く
思
っ
て
い
ま
す
。

　
『
リ
ズ
ム
に
乗
っ
て
放
ち
書
き
で
書
き
出
し
、
字
間
を
変
化
さ
せ
ま
し
ょ
う
。
行
も
直
立
し

な
い
よ
う
に
、「
の
」
で
左
、「
岸
」
で
右
へ
動
き
を
出
し
、「
硯
」
で
幅
を
出
し
て
横
空
間

へ
の
文
字
の
響
き
を
表
現
し
ま
し
ょ
う
。
一
行
の
中
に
潤
渇
変
化
を
出
し
、「
阿
り
」
で
中

心
右
移
動
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（『　

』
内
は
湯
川
三
壽
先
生
よ
り
）

使
用
筆（
雅
）・
使
用
紙（
か
な
条
幅
用
紙
半
切
・
桂
風
）・
使
用
墨（
天
衣
無
縫〈
固
型
〉）

〔
梅
の
岸
硯
を
あ
ら
ふ
女
阿
り
〕　
（
◎
印
は
墨
つ
ぎ
）

読
み
︱
梅う

め

の
岸き

し

硯す
ず
り

を
洗あ

ら

ふ
女を

ん
な

あ
り
（
内
藤
鳴
雪
）

意
味
︱
梅
の
咲
く
岸
辺
で
硯
を
洗
う
女
の
姿
。
花
の
匂
い
、
水
の
匂
い
、
墨
の
匂
い
と
が
重
な
っ
て
清
ら
か
な
品
位
を
こ
の
女
性
に
与
え
て
い
る
。

◎

◎

読
み
︱
梅う

め

の
岸き

し

硯す
ず
り

を
洗あ

ら

ふ
女を

ん
な

あ
り
（
内
藤
鳴
雪
）

意
味
︱
梅
の
咲
く
岸
辺
で
硯
を
洗
う
女
の
姿
。
花
の
匂
い
、
水
の
匂
い
、
墨
の
匂
い
と
が
重
な
っ
て
清
ら
か
な
品
位
を
こ
の
女
性
に
与
え
て
い
る
。

湯ゆ　

川か
わ　

三さ
ん　

壽じ
ゅ 

先
生

日
展
会
友
・
読
売
書
法
会
理
事
・
謙
慎
書
道
会
理
事
・

書
道
笹
波
会
総
務
理
事
・
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
書
道
展
審
査
員
・

筑
波
大
学
芸
術
専
門
学
群
書
専
攻
卒
・
麗
花
会
主
宰
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“
書
作
品
を
書
こ
う
”
の
コ
ー
ナ
ー
は
２
年
目
を
迎

え
ま
し
た
。

　

昨
年
と
同
じ
よ
う
に
４
月
号
は
一
番
手
短
な
半
紙

に
取
組
む
こ
と
に
し
ま
す
。
し
か
も
な
る
べ
く
書
き

や
す
く
て
、
こ
の
ぐ
ら
い
な
ら
簡
単
に
書
け
そ
う
と

思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
課
題
を
選
び
ま
し
た
。
そ

う
は
言
っ
て
も
課
題
の
選
定
は
と
て
も
大
事
で
、
見

栄
え
が
し
て
、
し
か
も
部
屋
に
飾
っ
た
時
、
自
身
の

思
い
と
合
致
す
る
意
味
（
内
容
）
の
も
の
で
あ
れ
ば

ベ
ス
ト
で
し
ょ
う
。

　

ひ
ら
が
な
だ
け
の
詩
な
の
で
、
や
や
寂
し
い
作
品
に
な

っ
た
感
。
墨
の
潤
渇
、
文
字
の
大
小
、
タ
テ
長
ヨ
コ
広
を

考
慮
し
な
が
ら
書
い
て
み
ま
し
た
。
本
文
の
三
行
は
行
間

に
差
を
つ
け
、
そ
し
て
最
後
の
３
行
目
と
落
款
は
少
し
近

づ
け
て
一
体
感
を
持
た
せ
ま
し
た
。

（
注
）

　

作
品
は
「
宋
四
家
字
典
」
の
中
か
ら
蘇そ

軾し
ょ
く

を
参
考
に
創

り
ま
し
た
。
激
し
い
字
形
の
変
化
も
な
く
、
ど
ち
ら
か
と

い
う
と
中
正
温
雅
な
安
定
し
た
形
が
、
安
寧
の
語
句
に
ピ

ッ
タ
リ
き
ま
し
た
。

　

安
は
太
め
で
小
さ
く
、
横
広
の
形
に
し
ま
し
た
。
寧
は

逆
に
縦
長
で
大
き
く
作
り
引
き
立
た
せ
る
意
識
で
書
く
と

よ
い
で
し
ょ
う
。

（
注
）
字あ

ざ
な

は
子し

瞻せ
ん

、
号
の
東と

う

坡ば

居こ

士じ

を
も
っ
て
蘇
東
坡
と
通
称
さ
れ
る
。

　
　

中
国
で
も
っ
と
も
す
ぐ
れ
た
文
学
者
の
一
人
と
し
て
知
ら
れ
る
。

書
作
品
を
書
こ
う

書
作
品
を
書
こ
う

安あ
ん　

寧ね
い

安
ら
か
な
こ
と
。
無
事
な
こ
と
。

お
ご
る
な　

た
か
ぶ
る
な　

み
く
だ
す
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　

坂
村
真
民
詩
タ
ン
ポ
ポ
堂
三
訓

１
．
締
切　

５
月
10
日
（
４
月
号
例
月
作
品

に
同
送
可
。そ
の
場
合
、別
封
筒

に
入
れ
て
「
書
作
品
を
書
こ
う
」

と
書
い
て
同
送
の
こ
と
。）

２
．
発
表　

27
年
８
月
号

３
．
規
定
用
紙　

半
紙
サ
イ
ズ

４
．
優
秀
作
品
１
点
だ
け
紙
上
に
て
発
表

　
　
（
批
評
コ
メ
ン
ト
つ
き
）そ
の
他
は
姓
号

の
み
発
表

５
．
段
級
位
に
関
係
な
く
誰
で
も
出
品
可

６
．
返
送
不
可

※
出
品
は
掲
載
し
て
い
る
作
品
と
同
じ
も
の

を
書
い
て
も
よ
い
。
ま
た
、
当
月
規
定
用

紙
で
あ
れ
ば
自
由
作
品
可
。

応 募 規 定 12
月
号
応
募
優
秀
作
品

　
　

金
澤　

羅
胡
・
手
嶋　

瑞
光 谷

地
　
敬
川

○
丁
寧
に
、
そ
し
て
じ
っ
く
り
書
か
れ
て
い
て
好
感
が
持
て
る
。

潤
渇
を
明
確
に
表
現
す
る
こ
と
、
ま
た
落
款
が
小
さ
か
っ
た

こ
と
は
残
念
。

出
品
者
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ペン楷書課題（ペン部）４月号 奈 良 岱 奉 書

初
め
て
の
人
は
新
と
書
く

※
課
題
執
筆
と
同
じ
ペ
ン
を
本
会
で
取
扱
っ
て
お
り
ま
す
定
価
１
６
２
円

（
ボ
ー
ル
ペ
ン
0.7
・
硬
筆
用
紙
６
行
使
用
）

※出品段級位（ペン部 新級～八段）

支　部　名
学　　　年

段　級　位

氏　　　名

ペン行 書 課 題（ペン部）４月号 奈 良 岱 奉 書

※
課
題
執
筆
と
同
じ
ペ
ン
を
本
会
で
取
扱
っ
て
お
り
ま
す
定
価
１
６
２
円

（
ボ
ー
ル
ペ
ン
0.7
・
硬
筆
用
紙
６
行
使
用
）

※出品段級位（ペン部 新級～八段）

初
め
て
の
人
は
新
と
書
く

支　部　名
学　　　年

段　級　位

氏　　　名

※
ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン
・
フ
ラ
ン
ク
リ
ン（
１
７
０
８
〜
１
７
９
０
）…
ア
メ
リ
カ
の
政
治
家
・
科
学
者
。
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支 部 名

段 級 位

氏　　名

初
め
て
の
人
は
新
と
書
く

※
課
題
執
筆
と
同
じ
ペ
ン
を
本
会
で
取
扱
っ
て
お
り
ま
す
定
価
２
７
０
円

（
美
文
字
筆
ペ
ン
細
字
・
硬
筆
用
紙
８
行
使
用
）

ペン手紙課 題（ペン部）４月号 奈 良 岱 奉 書

※出品段級位（ペン部 新級～八段）

小
雨
の
降
り
し
き
る
髙
野
山
に
来
て
　
い
ま
す
深
い
杉
木
立
の
中
の
奥
の
院
は

ひ
っ
そ
り
と
閑
ま
り
実
に
荘
厳
そ
の
も
の
　
で
心
が
洗
わ
れ
た
気
が
し
ま
す

４月号

※出品段級位（ペン部 新級～八段）

※
課
題
執
筆
と
同
じ
ペ
ン
を
本
会
で
取
扱
っ
て
お
り
ま
す
定
価
１
６
２
円

（
ボ
ー
ル
ペ
ン
0.7
・
硬
筆
用
紙
８
行
使
用
）

※
坂
口
安
吾（
１
９
０
６
〜
１
９
５
５
）…
昭
和
期
の
小
説
家
。
評
論
家
。

さ
か
ぐ
ち
あ
ん

ご
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